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例 言

１ 本書は、平成 22 年度第 12 次発掘調査の概要および平成 22 年度までに実施した調査研究等の
報告である。

２ 本書の執筆は、久保穰二朗、家塚英詞、茶谷 満、水村直人、河合章行、村田泰輔が分担し、
各章文末に文責を記した。編集は茶谷が担当した。

３ 青谷上寺地遺跡発掘調査の呼称は、平成 17 年度より「第○次調査」に統一している。

４ 遺構図に示した方位、座標値は国土座標第Ⅴ系（日本測地系）に準拠し、高さは海抜高で表し
ている。


